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お礼の言葉や何やら、飲み会なんかにわけもわから

ず参加したというのが最初の仕事でありました。

それ以来 1点を除きますと金融以外やっていませ

ん。ですから、今 FinTech等と称しまして、若い方々

で「俺は金融出身だ」「どこにいたの」「ゴールドマン・

サックス」とか、そういう人達なんですけれども、こ

んな新しいサービスを考えたい、どうだろう、どんな

銀行と組んだらいいんだろう、何を気をつけたらい

いんだろうと入れかわり立ちかわり相談に来るもの

です。最初のうちはおもしろがっていまして、また、

FinTechベンチャーを創設する若い方々と話をしてい

ますと、まだ日本にこれだけ優秀な気持ちのいい若

者がいるんだとうれしくなって喜んでいたんですが、

最近、どうもそうではなくて、顔を見た途端に、こい

つの目玉には円ドルマークが浮いていると、思想とい

いましょうか、人格的に大分変わった人にシフトしつ

つある。

ですから、FinTechベンチャーでも、初期の方々は

かなり志の高い方々がいたんですが、近ごろはだん

だんずれてきた。これはひとえに日経が悪いと私は日

経新聞には文句を言っているんですけれども、そん

な方々の話をいかにも自分がよく知っているような顔

をしていろいろなところでご紹介しているというのが

ここ二、三年の動きであります。

とはいえ、もともとがメインフレームベンダーの出

身でございますので、勘定系等の悩みは、特に金融

業界では、銀行だけでなく、証券はそうでもないん

ですが、カード会社とか保険会社はまだまだ持ってい

らっしゃいまして、いわゆるリバースエンジニアリン

グを使ったレガマイをどうしたらいいんだと。大体ど

こもそれをやって大失敗しているわけですけれども、

そんな話をおつき合いしたり、かなり幅広く見聞きし

ております。今日は日経 BP社を中心としたメディア

が言わない裏の話を中心にご紹介させていただけた

らと思います。

もう1点、昭和 59年ですから、1984年に悪名高

き金融情報システムセンターというFISCなる財団が

できました。11月 3日が最初の営業の日なんですが、

そこに私も IBM から 1期組として約 2年弱ほど出向

しました。当時何をやるか何も決まっていないもので

すから、勝手にこんなことをやろう、あんなことをや

ろうということで 2年間、1日二、三冊本を読んでい

るほど時間に余裕があるという楽な生活をしました。

そのときにも、時の大蔵の銀行課長あたりが IT関

係のことがあると、来て教えてということで、週二、

三回は大蔵省に出かけて、銀行課長と課長席の前の

島田でございます。約 2時間弱お時間頂戴します。

よろしくお願いします。

いただいた題がオープンシステムということなんで

すけれども、私は、このオープンシステムとかオー

プン化という言葉は大嫌いでございまして、出身が

IBMなものですから、オープン化のおかげで会社が

傾いた経験があるということが一番の理由だと思うん

です。日本の場合、オープンというのが非常にいい

かげんに使われていまして、最近のベンダーには棚

ぼたのでかい商売なんでしょうが、銀行の皆さんには

とんでもない案件が出ているのが例のオープン API

で、政治家とか金融庁の方々と話をしていて、いつ

も意地悪に聞くんですけれども、「あなたの言うオー

プンはどういう意味」と聞くんです。

これは、本来であれば、ITの世界のオープン化と

いうのは、ベンダーオープンというのが一番基本的

で、それを誰でも使えるということのはずなんです。

我が国の場合は、例のダウンサイジングのころからか、

サーバータイプのシステムを使うとオープンといった

ようなイメージになっています。金財さんがどういう

意味で使っていらっしゃるかわからないのですが、私

は、今日は、多少デジタル経済化におけるいろいろ

なニューのテクノロジーの使い方という意味合いで、

オープンにしているという使い方をさせていただこう

と思っています。

先ほどご紹介いただきましたように、この金融 IT

を 46年ほどやっていまして、お見かけすると、皆さ

まがお生まれになったころは、既に私は金融 ITをやっ

ていたのかもしれません。1次オンラインの後半で、

私が入社したころは、ちょうど三菱銀行とか富士銀行

という都市銀行上位行に 2次オンラインを売り込んで

いる真っ最中でございまして、入社したその日に「お

まえ、赤坂プリンスでしばらく缶詰」と言われました。

同期入社は当時日本 IBMに 750人が 4月 1日に

一遍に入ったんですが、そのうち多少英語ができそ

うだという連中が金融にかなり回されていまして、そ

の理由は簡単で、日本語でつくった膨大な提案書を

英語に直す。これは、辞書を片手に全部直訳でござ

いますけれども、今だったらAIで簡単にやるような

話、これを約 1カ月ぐらい泊まり込みで合宿で英語に

直しまして、それをその後スタンフォードリサーチな

るコンサルティング会社がある程度外人が見てもわか

るような英語に直して、それを海外に持っていく。そ

の結果、半年後ぐらいでしたけれども、某ベンダーか

ら IBMへ富士銀行が切りかえるということで決まった

後、大パーティーに誘われて、富士銀行の頭取が来て、

（→ p.6へ）
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応接セットで二、三時間、大体夕方が多いものです

から、いつもお酒が出ます。オンザロックを飲みなが

らいろいろ話をしまして、当時つき合ったような方々

が、その後局長になったりして、そのつてでいまだに

金融庁ともいろいろなルートがあります。

若い職員も、最近は、例えば銀行の方にとって非

常に嫌らしいテーマですが、口座番号の頭に支店番

号が入っているのが気に食わないとか、または金融

機関コードをつけなければいけないけれども、こん

なものは国際標準にしたらどうか。要するに BIC・

IBANにしたらどうだとか、かなり面倒なことを気楽

に言ってきます。

私は ITのことをわからないものでと言うので、こち

らもいろいろなことをとってつけて、「あまり強引なこ

とをやるなよ」「オープン API みたいに来年の 3月 1

日までに基本方針を発表しろとか、法律でエンドデー

トを勝手に決めるな」とか、いろいろと頼むというか、

因縁をつけてはおるんです。金融庁の発想の中には、

銀行の皆さんに、これが正しい道だからこっちへ行き

ましょうと言うと、経営陣は「うん、そうだね」と言っ

てはくれるんだが、一歩も踏み出してくれない。

一昨年ぐらいまでは、それを何とか監督指針とか

検査マニュアルの中でカバーすればやってもらえるだ

ろうと思っていたんですが、「やっている」「やった」と

は言うんだけれども、実態が伴っていない。数字だ

けつくって出してくる。これはどうしようもない。時間

がないんだと。

確かに彼らの時間軸、線引きと、今の銀行の収益

状況からすると、新しい収益源をつくらなきゃいけな

いんですが、その大きなきっかけが FinTechだと金

融庁は思っているんですけれども、そのように認識し

てくれている銀行さんはそんなに多くない。であれば、

もうしようがない。法律で締め日を決めちゃおう。こ

れが、今回政省令というか、銀行法を昨年改正して、

公布日から 1年以内、公布日が今年の 3月 2日です

から、来年 3月 1日までにとなる。

そこで、今大きな問題がわいていますのが、オー

プン APIです。勘定系システムや IBと接続するには

どのぐらいかかるんだろうかとベンダーに聞くと、あ

るベンダーは、開発費が 1億で、メンテナンス入れ

て 5年で 2億ぐらいという銀行とベンダーの組み合

わせがあれば、同じベンダーがほかの銀行に 5年間

で 5億だというところもある。ある大手銀行なんかは

5,000万ですと。

この差は一体何なんだ、どこから来るんだ。ご自分

たちはアウトソーシングを進めちゃったものですから、

評価ができず、ベンダーが出した金額の根拠がさっ

ぱり読めない。妥当かどうか判らない。経営者からは

「オープン APIでマネーフォワードとくっつけたとし

て、それを使うユーザーはうちの銀行に何人いるんだ」

「200人いますかね」こんな感じです。「では、この

200人はどういうトランザクションを飛ばすんだ」「残

高照会です」「手数料を取れるのか」「取れません」そ

れに年に 1億だ 2億だ、その金を誰がもつんだ、こ

ういう話です。

いわゆる市場原理の世界ではあり得ないような新

サービスを法律だとはいえども、私は相談されると、「う

ちはこれこれの事情でベンダーがばか高いことを言う

ものですからとてもコスト、採算性がとれません、経

営として責任をとれないので、オープン APIはやり

ません、スクレイピングでそのまま続けますと言い切っ

たらいいじゃないか」と言うんですが、そんな度胸の

ある銀行はいません。どうやってこれを逃げようか。

不平不満がどこに向かっているかというと、今はベン

ダーに向かっています。

今日の午前中も、ある金融関係の協会に呼ばれて

ずっとしゃべっていたんですけれども、このおしゃべ

りな私がほとんど 9割ぐらい聞き役なんです。皆さん

そろって言うのは、ベンダーへの恨みつらみ。どうやっ

てこのベンダーを外したらいいんだろう。私から言う

と、無理だ。あなたらは中国とチベットみたいな関係

で、一応自治国にはなっているが、自治権も何もな

いという状態。では、内製化しようと。どうやってす

るのか、何年かかるのか。それだけの度胸と金と時

間があるのか。こういう話で、にっちもさっちもいか

ないです。

こんな悲惨な状況でいいのか。ですから、たまに

言うのは、ちょっと待てと。金融の IT業界は大手ベ

ンダー 4社でほぼ寡占している。だったら、皆さん方

が徒党を組んで公取と相談したらと、とんでもないこ

とまで言い出すような話もあります。FinTechと非常

に華やかだがばからしいテーマの裏では、大変妙な

動きが起き出してきている。

これに行政、金融庁も気づいてきている。金融庁も、

ご存じのように、モニタリング制度をがらっと変えま

す。新事務年度には間に合わなかったですけれども、

来年の 7月からの事務年度には、恐らく検査局がな

くなる。検査と監督局が一体化して、本省にいる約

600人の検査官はモニタリングオフィサーにかわる。

彼らは検査マニュアルに基づいて、おたくの資産がど

うのこうのなんてことはやらずに、コンサルティングを

勉強して、金融機関の経営陣の方々とベンチマーク
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データに基づいてディスカッションして、新しいビジ

ネスモデルを追求するような議論をしようと、いわゆ

るコンサルタントにしたいということです。

どうしたらできますかという話ですが、細かいこと

ばかりをやっていた人達が、途端にお客に対するよう

な格好で、話を聞いて理解して、こうしたらどうです

かなんて言えるか。なおかつ ITをどうしても勉強し

ておかなければいかん。それも、別に技術的な細か

いことはどうでもいい。経営にどう IT が使われるか、

そのあたりのことを知りたいという。

金融庁の中にはシステムモニタリングというチーム

がいます。この方々といえども、例えばAIの動き、グー

グルやらアマゾンやら IBM やらの動きを聞いている

だけでは AI の動向というのはキャッチもできない。

あまりにもスピードが速い。

今金融庁の方々が ITに関して一番重視しています

テクノロジーの第 1 が AIです。今の AIというブー

ムは非常にインチキくさいところがありますので、せ

いぜい機械学習かディープラーニングぐらいにしなさ

いという話、機械学習が一番正しいところなのでしょ

う。通りがいいので、とりあえず AI、2番目が、そ

れと合わせわざでビッグデータ、3番目が API。「オー

プンはつけないの」と言ったら「つけません」と言いま

す。よくわかっているという話です。

4番目がクラウド。「ブロックチェーンは」と聞いたら、

にやと笑って「まだ早いです」と、これもよくわかって

いる。五、六年ほうっておけと、こんな感じです。人

にやらせておいて、その結果が出るのを待っていたほ

うがよほど手軽でいい。

やはりよく考えて、よく見ていらっしゃるというのが

私どもの実感で、今後そこら辺を勉強しながら、経営

と ITとをどうやってリンクをとるのか。非常に難しい

のは、旧体質のシステムないし事務の体制、営業の

体制から、新体制に移る。これは通常トランジットと

いう言い方をしますが、これが一番難しい。白地に

新しいものをつくるのは簡単なんですが、旧から新に

移っていくという人間のソフトの部分を含めて移るの

が一番難しい。これは、製造メーカーもどこもみんな

一緒です。ソニーがのたうち回っていることを含めて、

東芝の今の問題を含めて、全く難しいところです。こ

れをどうするか。

だから、検査官はこっちのほうに力を入れたらと言

うんですけれども、これまた、彼らはわかっていまして、

それはちょっと難し過ぎると。

彼らがそうやって勉強して考え方を学んで、銀行

さんに伺って、取締役の方々とディスカッションする。

そんなに技術の細かいディスカッションはしません

が、例えば「IT要員が今何％ですか」という話で、「2％

います」「3％います」「顧客のデータベースはどうなっ

ていますか」とか、または「ウェブオンラインはどうなっ

ていますか」とか、「スマートデバイスのタイプは何で

すか」「システム更改はどうなっていますか」とディス

カッションしていると、だんだん役員の皆さんからぼ

ろが出てきます。

ITを支える要員はどんな感じで、どのぐらい研修

やら何やらに力を入れていますか。銀行さんの研修

費、1人当たり年間 5万から 10万がいいところです。

東京、大阪へ来れば、多分それで吹っ飛んじゃいま

す。誰かにちょっと海外でも行っていらっしゃいと言う

と、五、六人分吹っ飛んじゃいます。

米系ベンダーでは、20年近く前ですけれども、1

人当たり平均年間の研修費用というのは 80数万円

でした。コンサルティング会社ですと、年間 1人当

たり300万弱の研修費。それに比べて、いかに金融

機関の研修にかける意欲と資金というのは少ないか。

ちょっと無理だよねと、こんな感じです。

マッキンゼーのコンサルタントは、年 12カ月のう

ち 2カ月は休みです。今はどうだか知りません。昔は

そうでした。休んでいる間、どうするか。自費でアメ

リカの大学にサマースクールに行っています。そうい

う投資が必ず要るんですけれども、日本は徒弟制度

ですからそういうトレーニングはないです。韓国の銀

行はこれをやっている。

今非常に困っていますのは、金融機関の若い行職

員の方々が夢を持って銀行には入ったんだけれども、

やっていることはつまらない。先輩を見ても夢がない。

支店長になっても仕方がないというので、入行後三、

四カ月でかなりの人数がやめる。某 3メガのうち 1行

はずば抜けて高い離職率もありますし、地方銀行の

上位行の中には、「えっ」と絶句するほど高い離職率。

3カ月で 4割やめるのかと。

大手生命保険会社では、セールスレディが年間 1

万人ぐらいやめて 1万人ぐらい採用します。この採用

人件費はすごいだろうなと思うんですけれども、今銀

行がそんな状態になっちゃっています。利益は出な

い、ノルマはきつくなる。たまたま今日は金融の IT

にかかわる方々ですが、金融 ITの仕事は頭に Kと

つく。帰れないとか、きついとか、結婚できないとか、

子供ができないとか、そういう頭に K のつく字を並

べたら、今 20幾つかあるそうです。だんだん人気が

出なくなってきまして、金融のシステム部門をやめて、

一般の IT会社に移る若い方々が相当増えてきた。


